
や

ま

み

ち

肥
後
杵

・
慶
長
杵
の

「山
道
文
」

前
回

（「刀
和
」
令
和
４
年
７
月
号
）、
「
こ
の
透
か
し

文
様
は
福
島
正
則
の
軍
旗

「山
道
文
」
か
？
」
の
小
論
を

発
表
し
た
。
金
山
鎮
に
あ
る
縦
に
ク
ネ
ク
ネ
の
文
様

（山

道
文

・
立
湧
文
）
が
福
島
正
則
の
軍
旗
の
文
様
と
同
様
で

あ
り
、
こ
れ
に
由
来
す
る
の
で
は
と
論
じ
て
い
る
。

か

―

リヽ

ー
．
肥
後
持
の
か
じ
５
頭
の
山
道
文

一
般
に
山
道
文
と
言
う
と
、
肥
後
椿
の
頭
の
デ
ザ
イ
ン

に
使
わ
れ
て
い
る
も
の
を
思
い
浮
か
べ
る
。
肥
後
楕
の
手

本
と
な
る
の
は
細
川
三
斎

（忠
興
）
の
愛
刀
の
格
だ
が
、

「信
長
持
」
（肥
後
藩
中
で
は

「御
家
格
」
と
も
称
す
）
、

「歌
仙
椿
」
、
「希
首
座
持
」
な
ど
が
伝
わ
る
。
残
念
な
が

ら
現
存
し
て
い
る
の
は

「歌
仙
持
」
だ
け
だ
が
、
こ
れ
ら

の
持
の
写
し
物
は
旧
藩
時
代
か
ら
近
年
に
至
る
ま
で
作
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
写
し
物
の
一
つ
を
所
蔵
し
て
お
り
、
写

真
を
掲
載
す
る
。

平

こ
れ
ら
の
椿
の
頭
は
、
信
長
持
が

「四
分

一
地
に
波
の

毛
彫
に
山
道
の
深
彫
」
、
歌
仙
持
が

「山
銅
地
に
平
の
字

を
変
形
し
て
山
道
文
様
に
し
て
深
彫
」
、
季
首
座
格
が

「赤

銅
地
の
波
の
毛
彫
に
山
道
の
深
い
彫
」
で
あ
る
。

（右
写
真

一
信
長
杵
＝
御
家
杵
の
写
し
。

た
だ
し
本
歌
に
あ
る
小
柄
櫃
、
丼
櫃
は
無
い
）

(信長持の写し、四分一地に

波の毛彫に山道の深彫 )

糸
穴
角
ノ
方

総
糞
／
奮
ヽ
撃

等曲軸
響
ホ犠聯
キ方

挙
′
宇
ホ
リ
深
キ
方 片

庵

脚 捕の

場

肥後金Ⅷ 麟 重網 より

ど プ

「刀和」第 394号  令和4年 9月 1日発行 (隔月 1回 1日 発行)
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２
．
安
土
桃
山
時
代

（慶
長
楕
）
時
代
一に
流
行
し
た
山
道
文

格
は
武
士
が
携
行
す
る
武
器

（刀
）
を
収
め
る
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
武
士
の
容
儀
を

整
え
る
装
身
具
で
あ
る
。
容
儀
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
で
も
あ
り
、
時
代
の
流
行
に
影
響
さ
れ
る
。

江
戸
時
代
に
な
る
と
、幕
府
は
贅
沢
の
禁
止
と
、治
安
維
持
（華
美
な
出
で
立
ち
の
歌
舞
伎
者
、

旗
本
奴
な
ど
の
な
ら
ず
者
の
取
締
、
長
大
な
刀
の
規
制
）
を
強
め
て
い
く
。
そ
の
為
に
、
自

由
奔
放
な
安
土
桃
山
時
代
や
江
戸
時
代
前
期
の
刀
装
は
残

っ
て
い
る
も
の
は
稀
で
あ
る
。
寺

社
に
奉
納
さ
れ
た
も
の
か
、
藩
祖
の
所
持
品
と
し
て
大
切
に
伝
来
し
た
も
の
く
ら
い
で
あ
る
。

そ
れ
ら
を
集
め
て
、
昭
和
６０
年
に
東
京
国
立
博
物
館
で

「打
刀
持
―
刀
剣
外
装
の
美
―
」
の

展
覧
会
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
図
録
の

『打
刀
椿
』
（東
京
国
立
博
物
館
）
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
本
に
古
い
時
代

（元
禄
頃
も
含
む
）
の
打
刀
杵

（太
刀
持
は
除
く
）
が
７３
腰
所
載
さ

れ
て
い
る
。
フ」
れ
ら
の
格
の
頭
部
分
だ
け
を
調
べ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
（こ
の
本
で
は
「山

道
」
を

「山
路
」
と
記
し
て
い
る
が
、
こ
の
論
で
は

「山
道
」
に
統

一
す
る
）

①
角

（黒
漆
掛
け
も
含
む
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３９
腰

②
金
属
地

（金
、
銀
、
赤
銅
、
四
分

一
、
山
銅
等
）
の
簡
単
な
加
工
　
　
　
　
　
　
Ｈ
腰

③
金
地
、
赤
銅
地
に
家
紋
や
牡
丹
等
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
腰

か

ぶ

と

が

ね

④
兜
金

（太
刀
金
具
の
応
用
で
、
半
太
刀
楕
も
含
む
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
腰

⑤
山
道
が
彫
ら
れ
て
い
る
も
の

（地
金
は
種
々
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
腰

⑥
木
に
漆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
腰

⑦
頭
が
欠
損
し
て
無
い
も
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
腰

「角
」
が
圧
倒
的
で
あ
る
。
持
愛
好
家
の
垂
涎
の
力
“
的
で
あ
る

「天
正
楕
」
の
代
表
作

で
あ
る

「助
真
拓
」
や

「明
智
格
」
も

「角
」
の
頭
で
あ
る
。

山
道
文
の
頭
が
使
わ
れ
て
い
る
の
が
４
腰
あ
り
、
詳
し
く
見
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

●
金
蛭
巻
朱
漆
大
小
持

（金
無
垢
山
道
形
鑢
地
）
…
秀
吉
所
用
の
大
小
格

（国
宝
）

●
朱
漆
打
刀
椿

（銀
山
道
形
）
…
結
城
秀
康
の
二
匹
牛
の
鎮
で
朱
鞘
の
格

（重
文
）

●
金
霰
鮫
青
漆
打
刀
椿
（金
波
文
薄
肉
彫
山
道
形
）↓
黒
田
孝
高
（如
水
）
の
豪
華
な
椿
（重
文
）

（注
）
こ
の
写
し
の
持
で
、
圧
切
長
谷
部
が
納
め
ら
れ
て
い
る
も
の
も
存
在
す
る
。

●
腰
刻
黒
漆
研
出
鮫
打
刀
格

（山
銅
山
道
形
）
…
細
川
三
斎
の
歌
仙
搾
で
あ
る

な
お
、
栗
形
に
山
道
文
が
施
さ
れ
て
い
る
格
も
あ
り
、
本
の
写
真
で
わ
か
る
範
囲
で
挙
げ

る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

●
黒
漆
合
口
打
刀
椿
…
上
杉
謙
信
の
山
鳥
毛

一
文
字
の
持

●
黒
漆
合
口
打
刀
楕
…
上
杉
謙
信
の
姫
鶴

一
文
字
の
格

●
金
焚
斗
刻
青
漆
大
小
椿
…
立
花
宗
茂
の
大
小
持

（重
文
）

●
金
梨
地
合
口
脇
差
杵
…
毛
利
隆
元
が
厳
島
神
社
に
奉
納
し
た
持

山
道
文
を
持
に
用
い
て
い
る
の
は
、
い
ず
れ
も
高
名
な
戦
国
武
将

（豊
臣
秀
吉
、
結

城
秀
康
、
黒
田
孝
高
、
細
川
三
斎
、
上
杉
謙
信
、
立
花
宗
茂
、
毛
利
隆
元
）
で
あ
り
、

細
川
三
斎
だ
け
の
好
み
で
は
な
い
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

同
書
に
お
け
る
毛
利
隆
元
が
厳
島
神
社
に
奉
納
し
た
杵
の
解
説
文
に

「栗
形
が
Ｎ
ｏ

‐９

（姫
鶴

一
文
字
の
格
）
の
半
太
刀
と
同
じ
く
山
道
形
金
具
と
な
る
。
こ
の
形
の
頭
や

栗
形
金
具
を
つ
け
た
も
の
は
桃
山
期
の
持
に
は
ま
ま
見
受
け
ら
れ
る
も
の
で
、
時
代
の

流
行
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
」
（傍
線
は
筆
者
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。

黒
田
孝
高
の
杵
の
ハ
バ
キ
に

「埋
忠
」
の
銘
が
あ
る
こ
と
と
、
細
川
三
斎
が
信
長
椿

の
小
柄
の
取
り
合
わ
せ
に
思
案
し
て
、
千
利
休
に
相
談
し
た
と
い
う
逸
話
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
山
道
文
の
金
具
は
京
都
、
そ
れ
も
埋
忠
工
房
で
の
製
作
が
考
え
ら
れ
る

（
『打

刀
格
』
よ
り
）
。

３
．

「山
道
文
」
の
頭
が
流
行
し
た
契
機
―
細
川
三
斎
と
伊
達
政
宗
の
交
流
―

『日
本
刀
大
百
科
事
典
』
（福
永
酔
剣
著
）
に
は

「山
道
頭
」
が
項
目
と
し
て
掲
載
さ

れ
て
い
る
。

「①
横
に
蛇
行
し
た
曲
線
。
家
紋
や
文
様
に
用
い
ら
れ
、
単
に
山
道
と
も
い
う
。②
刀
の

柄
頭
の
金
具
に
、
Ｓ
字
形
の
曲
線
を
彫
り
込
ん
だ
も
の
。
肥
後
金
具
に
よ
く
見
る
も
の
。

細
川
三
斎
の
愛
刀

・
信
長
持
に
、
山
道
の
頭
を
つ
け
て
い
る
が
、
こ
れ
は
奥
州
の
伊
達

政
宗
か
ら
贈
ら
れ
た
も
の
と
い
う
。
（こ
の
出
典
は

『仙
台
金
工
之
研
究
』
長
岡
恒
喜

著
と
注
記
と

細
川
三
斎
と
伊
達
政
宗
の
交
流
に
つ
い
て
、
長
岡
恒
喜
氏
の
記
述
で
は
な
い
が
、
細

川
護
貞
氏

（熊
本
細
川
家
十
七
代
）
が
次
の
よ
う
な
興
味
深
い
内
容
を
記
さ
れ
て
い
る

の
を
紹
介
し
た
い
。
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只
細
川
三
斎
と
千
利
休
と
の
交
流
を
記
し
た
後
に
）
更
に
三
斎
は
仙
台
の
伊
達
政
宗
公
と
も

交
渉
が
あ

っ
た
。
―

中
略

―
刀
装
の
金
具
に
於
い
て
、
肥
後
と
仙
台
に
区
別
し
が
た
い
程

に
か
よ
っ
た
も
の
が
あ
る
の
は
二
人
の
友
情
が
し
か
ら
し
め
た
も
の
と
云
っ
て
よ
い
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
特
に
縁
頭
に
於
て
然
り
で
、　
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
三
斎
の
侃
刀
と
し
て
有
名

な
信
長
椿
の
波
に
山
道
の
頭
は
、
伊
達
政
宗
考
案
の
デ
ザ
イ
ン
で
あ
り
、
三
斎
に
よ
っ
て
そ

の
形
が
肥
後
に
定
着
し
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
利
体
の

「わ
び

。
さ
び
」
と
仙
台
物
の
小

粋
な
華
や
か
さ
、
い
わ
ゆ
る

「伊
達
さ
」
と
が
三
斎
を
通
じ
て
、
渾
然
と

一
体
化
し
た
も
の
、

そ
れ
が
肥
後
物
の
良
さ
で
あ
る
。」
害
永
青
文
庫
季
刊
誌
Ｎ
ｏ
．
１７
（昭
和
６‐
年
発
行
と
よ
り
、

原
典
は

「肥
後
の
金
工
」
展
図
録

（熊
本
県
立
美
術
館
）
と
あ
る
）

細
川
三
斎
と
伊
達
政
宗
の
交
流
に
つ
い
て
、①
共
に
筆
ま
め
な
二
人
の
間
の
手
紙
が
多
く

残
っ
て
い
る
こ
と
、②
忠
興
が
名
香
の

「自
菊
」
を
政
宗
に
贈
り
、
政
宗
は
そ
れ
を

「紫
舟
」

と
名
付
け
て
家
宝
に
し
た
こ
と
、③
政
宗
が
細
川
家
の
九
曜
紋
を
請
う
て
貰

っ
た

（後
に
政

宗
は
片
倉
小
十
郎
に
与
え
る
）
こ
と
な
ど
が
伝
わ
っ
て
い
る
。

な
お
、
私
は
仙
台
清
定
の
縁
頭
に
山
道
文
が
彫
ら
れ
て
い
る
も
の
を
見
て
お
り
、
肥
後
と

仙
台
の
金
具
の
類
似
性
の
指
摘
は
理
解
し
て
い
る
。

４
．
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

・
リ
ー
ダ
ー
の
伊
達
政
宗

細
川
三
斎
は
利
休
七
哲
の

一
人
で
、
当
代
を
代
表
す
る
文
化
人
と
し
て
、
そ
の
美
意
識
が

高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
伊
達
政
宗
の
フ
ア
ッ
シ
ョ
ン
セ
ン
ス

の
高
さ
を
物
語
る
逸
話
も
多
い
。①
小
田
原
参
陣
に
遅
れ
た
時
に
自
装
束
を
着
て
秀
吉
に
詫

び
た
こ
と
、②
秀
吉
が
主
催
し
た
吉
野
山
の
花
見
で
、伊
達
政
宗
と
そ
の

一
行
は
、鈴
懸
の
衣

・

檜
笠

。
金
剛
杖
を
持

っ
た
大
峯
山
の
山
伏
の
コ
ス
プ
レ
で
登
場
し
、
秀
吉
に
褒
め
ら
れ
た
こ

と
、③
文
禄
の
役
で
京
都
か
ら
出
陣
す
る
時
、
伊
達
政
宗
隊
は
、
紫
紺
地
に
金
の
日
の
丸
の

職
を
３０
本
な
び
か
せ
、
足
軽
隊
は
金
の
と
ん
が
り
笠
を
か
ぶ
り
、
黒
色
の
具
足
、
朱
鞘
に
銀

の
金
具
の
太
刀
で
統

一
し
、
馬
上
の
武
者
は
金
色
の
半
月
が
描
か
れ
た
黒
の
母
衣
で
揃
え
、

大
将

・
伊
達
政
宗
は
、
黒
の
羅
紗
地
に
背
中
に
大
き
な
金
色
の
家
紋
を
あ
し
ら
っ
た
陣
羽
織

袴
も
黒
羅
紗
に
金
糸
模
様
、
そ
し
て
兜
は
も
ち
ろ
ん
三
日
月
の
前
立
て
の
幸
麗
な
装
い
と
伝

わ
る
。
金
を
多
用
し
て
も
派
手
に
な
り
す
ぎ
な
い
上
品
な
豪
華
さ
に
、
京
の
人
々
は
絶
賛
し

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と

（こ
れ
以
来
、
派
手
な
装
い
を
粋
に
着
こ
な
す
人
の
こ
と
を

「伊
達
者
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
る
と
い
う
説
も
生
ま
れ
る
）、④
寛
永
三
年
に
将
軍
上
洛

時
に
伊
達
家
士
の
装
東
が
目
を
か
く
も
の
だ
っ
た
こ
と

（語
源
辞
典
の
中
に
は
、
こ
れ

を

「伊
達
」
の
語
源
と
の
説
の

一
つ
と
挙
げ

て
い
る
も
の
も
あ

る
）仙

台
市
博
物
館
に
伊
達
政
宗

の
陣
羽
織
と
伝
わ
る
紫
地
に
金

糸
で
家
紋

「竹
に
雀
」
を
縫
い
、

五
色
の
丸
い
水
玉
を
大
小
様
々

に
散
ら
し
た
も
の
が
あ
る
。
近

年
の
調
査
で
、
製
作
時
代
は
下

が
る
と
い
う
結
論
が
出
た
そ
う

だ
が
、
政
宗
着
用
し
た
も
の
を

後
世
、
忠
実
に
模
し
た
も
の
だ

ろ
う
。
こ
れ
を
着
た
男
で
あ
る
、

伊
達
政
宗
は
。

お
わ
り
に
　
―
波
に
山
道
の
不
思
議
―

フ
ア
ツ
シ
ョ
ン
の
流
行
と
言
う
も
の
は
、
一
人
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・リ
ー
ダ
ー
に
よ
っ

て
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
ミ
ニ
ス
カ
ー
ト
も
ツ
イ
ッ
ギ
ー
と
い
う
モ
デ
ル
か
ら

だ
。
そ
し
て
識
者
は
、
後
か
ら
も
っ
と
も
ら
し
く
流
行
の
背
景
を
論
じ
る
。

伊
達
政
宗
、
細
川
三
斎
が
流
行
ら
せ
た
山
道
文
の
刀
装
金
具
流
行
の
背
景
を
論
じ
る

愚
を
、
私
も
繰
り
返
し
た
い
。

か
配
ピ
山
に
見
立
て
る
と
、
か
が
あ
る
柄
巻
の
と
こ
ろ
か
ら
、
頂
に
か
け
て
深
彫
で
道

の
よ
う
に
挟

っ
て
お
り
、
山
道
と
称
す
る
の
も
理
解
で
き
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
に
思

い
を
巡
ら
せ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
う
で
あ
れ
ば
、
何
故
、
波
を
彫

っ
た

上
に
山
道
な
の
か
と
不
思
議
に
思
う
。
私
は
、
大
航
海
時
代
の
息
吹
を
極
東
で
感
じ
た

武
将
が
、
大
海
原
を
航
海
し
た
船
の
航
跡
と
し
て
意
識
し
た
の
か
な
と
も
思
う
。
伊
達

政
宗
は
支
倉
常
長
を
ロ
ー
マ
に
送

っ
て
い
る
男
だ
。
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